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要   旨：    

腸内微生物相の変化は健康状態と相関する。 

食事変化が腸内微生物相組成の変化を引き起こす可能性があると、腸内微生物

相に関する文献データが示している。 

地中海食事(MD)は総死亡率の減少と関連しているので、この総説で、ヒトの

腸内微生物相との相互作用を我々は解析した。 

特に、ポリフェノール、多価不飽和脂肪酸(PUFA)ω-3(n-3系)および繊維に 

注目して、地中海食事に反応するヒトの腸内微生物相の調節を、我々は探索し

た。 

地中海食事は腸内微生物相を調節して、その多様性を高めることができると、

証拠が示唆している。 

実際に、地中海式食事パターンは特定の腸内微生物相の特徴と関連している。 

地中海食事に従った被験者の腸内微生物相は、西洋の食事モデルに従った被験

者とかなり違うと、入手可能な証拠が示唆している。 

実際に、後者は腸の透過性の上昇を示して、それは代謝性内毒素血症の原因で

ある。 

この理由で、地中海食事に従った被験者の腸内微生物相は、心臓血管系疾患お

よびある種のがんなどの慢性で非伝染性の変性疾患の発症を予防できると、我々

は推測可能である。 

しかし、食事パターンとのこれらの相関を理解するため、腸内微生物相の組成

および活性に関する比較介入研究が必要である。 
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